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ICLA Tokyo Conference 2019
“An Encouragement of Learning (Gakumon-no-Susume):
 The Frontier of International Construction Law”

日程	：2019年5月28日（火）～29日（水）
会場	：慶應義塾大学三田キャンパス　北館
一般参加費	：5,000円（2日間分、資料・昼食・レセプション代込）
支払方法	：銀行振込
ROBOT PAYMENTの決済システム（下記URL）にて、①お電話番号、②メールアドレス、③お名前、④振込人名義（会社又は事務所名）、⑤参加予定者（事後のご変更可）をご登録のうえ、お振り込みをお願いいたします。
（申込URL）	https://credit.j-payment.co.jp/gateway/payform.aspx?aid=116286&iid=mynu223s&pt=7
*URLはアドレスバー（ご利用ブラウザのURLを入力するところ）に直接ご入力又はコピー＆ペーストしてください。
学生参加費	：大学を問わず、学生は無料です（但し、昼食・レセプションは含まれません）
[bookmark: _GoBack]　　　　　　　　当日は学生証をお持ちください。
トピック	：下記一覧表（予定）をご参照ください
最新情報につきましては、ICLA東京大会公式ウェブサイト（今後随時アップデー
ト予定）をご覧ください（http://conferencetokyo.icl-assoc.com）
記
	5月28日（火）

	10:00-	受付開始

	10:30-10:40　　開会挨拶：　金山直樹教授（慶應義塾大学）、Wolfgang Breyer弁護士（ICLA Chairman, Breyer Rechtsanwälte）

	10:40-11:00　　基調講演：　鈴木五十三弁護士（古賀総合法律事務所、国際商事・投資仲裁ADR部会（日弁連）座長）

	Topic 1
	アジア各国における国際建設プロジェクト
	小倉隆教授（同志社大学）、Elaine Wong弁護士 (Herbert Smith Freehills)

	11:00-11:20
	シンガポールその他アジアにおける国際建設プロジェクト
	宇野伸太郎弁護士（西村あさひ法律事務所）

	11:20-11:40
	アジアの国際建設関連法制の各国比較
	青木大弁護士（長島・大野・常松法律事務所）

	11:40-12:00
	一帯一路と中国建設企業による海外事業
	Dongfeng Zhao弁護士 (JustFaith Law Firm)

	12:00-13:40
	Q&A +Lunch + Coffee Service
	

	Topic 2
	建設契約における“Completion”と“Acceptance”
	三枝健治教授（早稲田大学）

	13:40-14:00
	引渡し後の追加修補義務
	Wolfgang Breyer弁護士（Breyer Rechtsanwälte）

	14:00-14:20
	民間連合約款、ENAA国内約款等における「完成」と「引渡」
	杉本花織弁護士（長島・大野・常松法律事務所）

	14:20-14:40
	ブラジル建設約款における「完成」と「引渡」
	Alexandre A. Salles弁護士（Aroeira Salles Advogados）

	14:40-15:00
	コモンローの見地から見る「完成」と「引渡」
	Raeesa Rawal氏(Debevoise & Plimpton, London)

	15:00-15:20

	コモンロー圏とシヴィルロー圏における“Liquidated Damages” 
	Thierry Linares氏 (FTI Consulting)

	15:20-16:10
	Q&A + Long Coffee Break
	

	Topic 3
	補償（“indemnity”）と瑕疵担保
	井口直樹弁護士（長島・大野・常松法律事務所）

	16:10-16:30
	改正民法における請負契約の瑕疵担保責任
	三枝健治教授（早稲田大学）

	16:30-16:50
	建設請負契約における瑕疵担保責任をめぐる日本の裁判例
	安藤裕実弁護士（長島・大野・常松法律事務所）

	16:50-17:10
	シヴィルロー圏における補償責任：ロシア法の観点から
	Nikolay Scherbakov教授（モスクワ大学）

	17:10-17:30
	米国法の下での補償責任と瑕疵担保責任
	Joseph F. Moore弁護士（Hanson Bridgett LLP）

	5月29日（水）

	09:00- 　　　  受付開始

	Topic 4
	Project Management
	Joseph F. Moore弁護士
 （Hanson Bridgett LLP）

	09:30-09:50
	Delay Analysis（コントラクタの視点から）
	大谷一人氏（日揮株式会社）

	09:50-10:10
	Delay Analysis（コンサルタントの視点から）
	大野紳吾氏（Systech International）

	10:10-10:30
	Delay Analysis（弁護士の視点から）
	Wolfgang Breyer弁護士　（Breyer Rechtsanwälte）

	10:30-10:50
	FIDIC Dispute Adjudication Boardの活用例、FIDIC改訂（DAAB制度の導入）による影響
	大本俊彦教授（京都大学）

	10:50-11:20
	Q&A + Short Break
	

	Topic 5
	不可抗力の意義と法的効果
	Christophe von Krause (White & Case LLP​)

	11:20-11:40
	日本法における不可抗力の意義
	金山直樹教授（慶應義塾大学）

	11:40-12:00

	英国法における不可抗力の意義
	David Brown 弁護士（Clyde & Co）

	12:00-12:20
	チェコ法における不可抗力の意義
	Vaclav Rovensky弁護士
（Kocián Šolc Balaštík）

	12:20-12:40
	紛争解決の見地からの不可抗力と重過失の意義：high test, high stakes
	Thierry Linares氏（FTI Consulting）

	12:40-14:20
	Q&A+  Lunch + Coffee Service
	

	Topic 6
	国際仲裁その他の紛争解決手段（ADR）
	金山直樹教授（慶應義塾大学）

	14:20-14:40
	＜米＞米国における建設ADR（AAA, JAMS等）
	Phillip Bruner 氏（JAMS）

	14:40-15:00

	国際仲裁の実務
	井上葵弁護士（アンダーソン・毛利・友常法律事務所）

	15:00-15:20
	国際仲裁における仲裁人の利益相反
	小倉隆教授（同志社大学）

	15:20-15:40
	国際仲裁における専門家証人の役割
	[bookmark: _Hlk1750250]Chris Ennis 氏（Time | Quantum Expert Forensics Ltd.)

	15:40-16:00
	シヴィルロー圏におけるADRの活用：ドイツでの進展
	Stefan Leupertz氏 （元ドイツ連邦裁判所判事）

	16:00-16:20
	仲裁に代わるテイラーメイドのADR：ケーススタディ
	Christophe von Krause（White & Case LLP)

	16:20-16:40
	Q&A
	

	16:40-17:10　　閉会挨拶：　金山直樹教授（慶應義塾大学）、Wolfgang Breyer弁護士（ICLA Chairman, Breyer Rechtsanwälte）

	17:10-　　　  レセプション
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